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式会社はとバス、株式会社 JR 東日本テクノハート TESSEI（テッセイ）、旭川市立旭山動物園がそうである。
　平岩氏の分析結果は論文内容の要旨で説明したとおりであるが、氏の理論的貢献面の評価を次に行うこと
にする。平岩氏の発見物の1つは、ターンアラウンドに成功したリーダーは、組織のコア人材（最も重要な
顧客価値を創造する人材）を特定化し、その人々に脚光が浴びるように仕向ける、つまり縁の下の力持ち的
なポジションを占めていたコア人材を顧客と直接にインタラクティブするように全面的に「表出」させる措
置を取っていた。円山動物園と旭山動物園の場合には飼育係、はとバスの場合には運転手、そしてテッセイ
の場合には清掃員である。氏がこのことを発見したのは見事であると評価できる。
　平岩氏の第２の発見物は、そのようにして表出させられたコア人材のモチベーションが高くなる理由を理
論的に解明した点である。この点の解明にも興味深いものがある。平岩氏の第３の発見物は、コアのサービ
ス人材と顧客とのインタラクティブによって、ES（従業員満足）と CS（顧客満足）との好循環が開始され
るのであるが、復活した組織の売上がそれ以上に急成長する要因として、パブリック・リレーション効果に
着目した点である。この点の発見も見事であると考えられる。
　平岩氏の第４の発見物は、コア人材が動物園の専門職（飼育係）である円山動物園と旭山動物園の場合と
通常の特殊な能力を必要としないコア人材の場合であるはとバスとテッセイの２グループにおけるリーダー
のリーダーシップの発揮様式の違いを明らかにしたことである。
　以上で明らかなように、当該分野における平岩氏の理論的発見の貢献の程度は高いと判断できる。それだ
けではない。平岩氏は、ともすればリーダーシップ論という組織論の分野に吸収されがちなインターナル・
マーケティングの再活性化戦略を、リーダーのリーダーシップの発揮に焦点を合わせながらも、見事なまで
にマーケティングの観点からの考察に終始させた点である。インターナル・マーケティングを確固たる理論
的研究分野にするうえで、平岩氏の本博士申請論文での貢献度は高いと考えられる。
　以上の理由から、本審査委員会は、平岩　英治 氏は博士（先端マネジメント）の学位を授与するのにふ
さわしいとの結論にいたったことをここに報告いたします。
